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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、摂食障害の集団家族心理教育を普及するためのプログラムとツール
キットを開発することであった。既存の家族会の実態調査を行ったところCOVID-19 の蔓延で家族会の自粛、オ
ンラインへの移行が把握された。そこで、オンラインで行う家族心理教育及び家族同士のピアサポートに関する
研究を実施した。ニーズ調査では、ピサポートのニーズは高く、集団での支えあいのニーズが高いことが分かっ
た。また、ピアサポーター研修プログラム及びテキストを開発し、ピアサポーターによる家族相談を実施し、そ
の安全性を確認した。本研究から、ピアサポートは家族心理教育の有益なコンテンツの一つとなり得ることが明
らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a program and toolkit for promoting
 group family psychoeducation on eating disorders. A survey of existing family support groups was 
conducted, revealing a shift towards online meetings due to the spread of COVID-19. Consequently, 
research was conducted on family psychoeducation and peer support among families online. The needs 
assessment revealed a high demand for peer support, particularly for mutual support in groups. 
Additionally, a training program for peer supporters was developed, and family consultations by peer
 supporters were conducted, confirming their safety. This study demonstrated that peer support could
 become a valuable component of family psychoeducation.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義は、摂食障害の家族支援の新たなニーズを明らかにし、それに対応したコンテンツを開発し
たことある。主な成果は下記である。①COVID-19 の影響による社会的に変化に対応し、オンラインで行う家族
支援プログラムを開発したこと、②家族同士の支えあい（ピアサポート）への高いニーズを明らかにしたこと、
③ピアサポーター養成プログラムを開発し、ピアサポートを安全に実施できることを確認したこと。本研究は、
摂食障害家族の社会的支援の充実に貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
摂食障害は、食行動の異常を特徴とする心身相関の疾患であり、中でも神経性やせ症の死亡率

は、入院患者の 6～8 年間の追跡調査で 6～11％であり、他の精神疾患と比較しても突出して高
く、エビデンスレベルの高い治療法も確立されていない。神経性やせ症の治療において、最もエ
ビデンスレベルが高いのは、患者の家族に対する介入と支援である。さらに、家族自身のメンタ
ルヘルスの悪化も問題である。家族のケア負担の重さやメンタルヘルスの悪化は先行研究で繰
り返し指摘されている。患者の回復のためにも家族自身のメンタルヘルスのためにも、家族を支
援する介入が不可欠である。 
家族に対する介入の中でも、家族心理教育は有効性と対費用効果が高い支援である。心理教育

とは、疾患に対する正しい知識や情報を心理面への十分な配慮をしながら伝え、疾患の結果もた
らされる諸問題・諸困難への対処技能を高める支援プログラムであり、家族への心理教育は集団
プログラムとして実施されることが多い。家族心理教育は統合失調症においては、エビデンスに
基づく心理社会的プログラムの中核的なプログラムとされている（大島，2010）。摂食障害に関
しても、無作為統制研究で構造化された家族療法に匹敵する効果が報告され（Geist et.al, 2000）、
本邦でも家族機能の肯定的な変容や対処技能の向上が導かれたことが報告されている（Uehara 
et.al, 2002，小原ら，2010）。摂食障害の家族心理教育の普及は、患者の回復および家族のメン
タルヘルス改善に貢献すると考えられる。 
しかし、摂食障害の家族心理教育の普及にはいくつかの課題がある。一つは、コンセンサスが

得られ、汎用性の高い標準プログラムおよびそれを実行するためのガイドラインやツールキッ
トの不在である。国外においては効果が確認された介入プログラムがいくつか存在するが、医療
制度等の違いからそのまま輸入するのは困難である。また、他疾患の家族心理教育のメタ解析で
は家族介入自体が効果的な方法であるがゆえ、プログラム別の効果差を見出しにくいという問
題が指摘されている。こうした事情を反映してか、国内において申請者が行った実態調査では、
会の構造や内容にばらつきが大きく、コンセンサスの不足が普及の障壁であることが明らかに
なった（小原ら，2014）。 
もう一つは、効果が証明された方法が存在しても、ニーズのある人に行きわたらないというサ

ービスギャップである。日本においては、摂食障害の調査研究が進む米国や英国に匹敵する罹病
率にもかかわらず、摂食障害センターのような専門治療施設は存在しない。また、家族支援を行
う施設が、医療（小児科、心療内科、精神科等）、行政、NPO 法人など多岐にわたり、患者層や
社会的資源の多様性を踏まえたプログラム開発と普及戦略が不可欠である。 
この 2 つの課題を解決するためには、1．既存の集団家族心理教育における課題を明らかにし、

2．家族心理教育の普及のための標準プログラムとツールキットを作成し、3．その効果を検証す
る必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、摂食障害の集団家族心理教育及び家族支援の普及に向けたプログラムとコ
ンテンツを開発することである。当初は既存の心理教育的家族会の実地調査及びそこで使用し
ているプログラムから標準プログラムとコンテンツを作成する予定であったが、研究開始時の
2020 年 COVID-19 の蔓延により集団での心理教育の実施が困難になり、多くの家族会が活動を
中止している状況であった。したがって、研究計画を変更し、下記の目的で研究を行った。（1）
摂食障害の集団家族心理教育を行う団体と活動状況を把握しコンテンツを収集する、（2）摂食障
害患者をケアする家族同士の支えあい（ピアサポート）に対するニーズを把握する、（3）家族ピ
アサポーターの研修プログラム及びテキストを開発し、オンライン上で安全にピアサポートを
実施できることを確認する。 
 
３．研究の方法 
（1）コロナ禍における摂食障害家族会の活動調査：摂食障害の集団心理教育を実施している団
体を把握し、現状を調査する。過去の調査（小原ら,2014）で協力を得た団体及び、他の情報源
から新規に心理教育を実施していると考えられた団体を対象に、メールや郵送等で、活動の概要、
代表者、連絡先、2020 年時点の活動状況を調査した。 
（2）家族ピアサポートのニーズ調査：摂食障害を持つ家族を対象に横断的なアンケート調査を
実施した。質問紙の内容は回答者の属性、患者の属性と病歴、グループ及び 1対 1の家族ピアサ
ポートそれぞれの利用・提供への関心、利用したいサービス、家族ピアサポーターや専門家に期
待すること、日本語版 Zarit 介護負担尺度(J-ZBI_8)、GHQ 精神健康調査(GHQ-12)、家族による
摂食障害症状評価（日本語版 ABOS）であった。 
（3）摂食障害患者をケアする家族のピアサポーター（ピア）を養成する研修プログラムを開発
し、家族ピアサポーターを養成した。オンライン上で行う研修プログラムを実施し、修了者をピ
アサポーターとして登録した。ピアサポーターが実施する 40 分間のオンライン家族相談セッシ
ョンの効果を無作為統制試験（RCT）にて評価した。RCT の主要な指標は、Profile of Mood States



第 2 版（POMS2）による総気分障害（TMD）スコアだった。また、POMS2 の 7 つのサブスケールと、
短縮版日本語版 Zarit Caregiver Burden Interview（J-ZBI_8）を使用して、知覚された介護負
担も評価した。さらに、12 項目の General Health Questionnaire（GHQ-12）と J-ZBI_8 を用い
て、ピアサポーターの相談前後のメンタル状態の変化を調査した。ピアサポートを受けた家族に
質問紙調査を実施し、家族相談会の効果と、安全に実施できたかどうかを調査した。 
 
４．研究成果 
（1）調査の結果、2020 年から 2021 年の時点でほとんどの家族会が会の実施を自粛・中断して
いた。一部の家族会は、オンラインビデオ通話システムを通じた家族会を実施していた。可能な
範囲でコンテンツの収集を行うとともに、収集したコンテンツとこれまで実施してきた集団家
族心理教育プログラムをもとに、オンラインビデオ通話システム（ZOOM）を利用した新規の 3時
間集団家族心理教育を実施した。オンライン上でも安全に家族心理教育が実施できることが確
認された。しかし、対面に比べて双方向のやり取りが難しく、システムに不慣れな参加者に対す
るフォローが必要であることなどの課題が発見され、遠方からでも気軽に参加できるというメ
リットが見いだされた。オンライン上のコミュニケーションツールの急速な普及を鑑みると、集
団家族心理教育をオンライン上で行うことは家族支援の普及において有益であると考えられた。 
（2）325 名の家族から回答を得た。314 名（母親 234 名、父親 34 名、パートナー18 名など）を
解析対象とし、239 名（75％）が主要なケア提供者であった。回答者のうち、87.3%がグループで
のピアサポートが必要だと考えており、56.7%が個別のピアサポートが必要だと考えていた。家
族ピアサポーターによる 1 対 1 の相談は、とても受けたいが 22％、少し受けたいが 31％で、ピ
アサポートの提供は、とても関心があり提供したいが 12％、関心があり勉強してみてもよいが
29％で、約半数は関心があるが提供や勉強する余裕がないと回答した。ピアサポーターに特に望
むのは一般的な経過や医学的知識ではなく、ピアサポーター自身の体験に関することで、「サポ
ートが明らかに不適切な場合は指摘してほしい」という要望は、専門家に対してより低かった。
約半数の家族にピアサポートのニーズがあり、相談者の言動を否定しないというピアサポータ
ーの対応が望まれた。家族ピアサポートには高いニーズがあり、集団家族心理教育のコンテンツ
としてピアサポートを組み込むことは有益である可能性が示唆された。 
（3）全 16 時間のオンライン上で行うピアサポーター研修プログラムおよび、ピアサポーター研
修テキストを開発した。これを用いて 28 名のピアサポーターを養成した。RCT には介入群 36 名
とコントロール待機群 32 名が参加した。分析の結果、主要および副次的な指標においてグルー
プ間や調査時点間で有意な差は見られなかった。両グループのデータを相談前後で比較すると、
患者の現在の BMI（β= -0.375, p=0.011）および相談前の TMD スコア（β= 0.317, p=0.024）
が相談効果の重要な予測因子として浮かび上がった（R^2=0.241）。ピアサポーターの GHQ-12 の
社会的機能不全スコアは、相談後に有意に改善された（t= 2.635, p=0.015）。結論として、訓練
を受けたピアサポーターが安全かつ個別に対応したサポートを提供できることが示された。特
に、低 BMI の患者をケアする家族や、相談前に否定的な気分が高い家族に対して顕著な利益が見
られた。ピアサポーター自身のメンタルヘルスもセッション後に改善が見られ、摂食障害に直面
する家族に対するピアサポートの大きな可能性が強調された。 
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